
内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
0 件
0 件
0 件

件　数
13 件
36 件

155 件
29 件

件　数
0 件
0 件
0 件
3 件

累計（1 月～）
10 件
6 件
0 件
6 件

累計（1 月～）
203 件
412 件

1693 件
290 件

累計（1 月～）
0 件

17 件
2 件

18 件

件　数
１１４件
　　１人
　２２人

件　数
　１６件
　２１件
　　５件
　２９件
　２０件
　３３件

前年比
－ 3 件
－ 1 人
－ 2 人

（平成 27 年 12 月末現在） （平成 27 年 12 月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

12月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０７０μ Sv/h 

０．０７４μ Sv/h

０．０６１μ Sv/h

０．０５３μ Sv/h

０．０５１μ Sv/h

０．０５８μ Sv/h

0.067

0.077

0.060

0.057

0.050

0.060

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150
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平
成
27
年
の
交
通
事
故
状
況

　

平
成
27
年
中
の
高

島
市
内
の
交
通
事
故

は
下
記
の
表
の
よ
う

に
、
い
ず
れ
も
前
年

に
比
べ
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
の
概
要

と
し
て
は
、
追
突
事

故
が
最
も
多
く
、
次

に
出
会
い
頭
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
別
で
見
る
と
国
道
１
６
１
号
で

の
発
生
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
の
年
代
別
で
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
が
関
係
す
る
交
通
事
故

が
、
約
35
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た

め
、車
や
自
転
車
を
運
転
さ
れ
る
際
は
、

「
安
全
確
認
の
徹
底
」、
ま
た
、
夜
間
外

出
さ
れ
る
時
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
「
明
る
い
服
装
の
着
用

と
反
射
材
の
活
用
」を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
高
島
市
内
の
刑
法
犯
認

知
件
数
は
３
２
２
件
で
、
平
成
26
年
と

比
べ
45
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　　
し
か
し
、
高
島
市
内
で
は
、
無
施
錠

自
転
車
の
盗
難
被
害
や
無
施
錠
の
家
屋

に
夜
間
侵
入
し
金
品
を
盗
む
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

◎
自
転
車
の
鍵
か
け
と
家
屋
の
戸
締
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
ま
た
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
中
、
高
島
市
内
で
は
架

空
請
求
が
５
件
発
生
し
て
お
り
、
被
害

総
額
は
55
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

◎
今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
金
に
絡
む
電
話
や
メ
ー
ル
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

高
島
警
察
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（
２
２
）
０
１
１
０ 平成 27 年中の交通事故

発生件数 124 件（－ 40）
死者数 　 4 人（－  6）
傷者数 174 人（－ 48）

※（　）は前年比

平
成
27
年
中
の
事
件
・
事
故
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　一人暮らしの高齢者世帯や高齢の夫婦だけの世帯が増加し、買い物や掃除などの生活支援を必
要とする方が増えています。『介護予防・日常生活支援総合事業』（以下、総合事業）では、住み
慣れた高島で自分らしく暮らすために、高齢者の方の介護予防と日常生活の自立を支援します。
　また、これまで要支援１・２の介護認定を受けて利用いただいている訪問介護（ホームヘルプ）
と通所介護（デイサービス）は、介護保険の改正により平成 28年４月から総合事業に移行します。

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります !

日時　　　月　　日（金）13 時～ 15 時
場所　　観光物産プラザ　２ーＡ会議室
内容　　情報交換、講演「認知症ケアについて」

講師　地域包括ケア事業研究会  人材・開発研究センター
　　　　認知症看護認定看護師　西村　優子　氏
申込締切　　２月 10 日（水）

日時　　　月　　日（水）11 時～ 15 時
場所　　高島保健センター　ホール
内容　　11 時～　情報交換
　　　　13 時～　学習会「スキントラブルとケアについて」
　　　　   講師　高島市民病院　皮膚・排泄ケア認定看護師
　　　　　　　伊庭　治代　氏
申込締切　　２月 23 日（火）

★いずれも、締め切り日までに地域包括支援課（地域包括支援センター）にお申し込みください。

　高齢になっても住み慣れた地域で暮らす
ためには、高齢者自身が社会参加し社会的
役割を持つことで、生きがいづくりや介護
予防をすることが求められます。　　
　また、買い物やゴミ出しなど、ちょっと
した生活支援が必要な方には、ヘルパーに
よるサービスや地域のボランティア、地域
の皆さんの支え合いなど、多様な担い手に

●訪問型サービス
　ホームヘルパーによる身体介護、掃除・洗濯・
ゴミだしなどの生活援助
●通所型サービス
・通所介護事業所などでの生活機能向上のための

機能訓練、 軽体操・レクレーション   等
・短期集中型の運動教室

●平成 28 年４月１日以降の新規申請で要支援認
定を受けた方

●平成 28 年４月１日以降に更新申請し要支援認
定を受けた方（平成 28 年５月 31 日有効期限
満了の方から）

●基本チェックリストにより生活機能の低下がみ
られ事業対象者と判定された方

※ 40 歳～ 64 歳の方（第２号被保険者）は要支
援認定が必要です。

　地域包括支援課または長寿介護課にご相談ください。
　要支援認定が必要な方は、相談時に介護保険の認定申請をお勧めします。

介護保険の要支援１・２の認定を受けておられる方へ
　事業の枠組みが変わる以外大きな変更はありません。
　現在、要支援１・２で訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護（デイサービス）を利用されている方
は、平成 28 年４月 1 日以降の認定の更新時に総合事業に移行します。
● 引き続きホームヘルプやデイサービスの利用が必要と判断される場合は、これまでと同様のサービスを受

けることができます。
● 次のサービスは枠組みは変わらず介護保険の予防給付として利用できます。
　介護予防訪問看護、介護予防通所リハビリテーション、福祉用具のレンタル、住宅改修　等

２12２ 24

４
月
か
ら

利用するには

総合事業の目指す姿

サービスの内容 サービスを利用できる方

よるサービス提供が必要となります。
　市内では、すでに生活支援ボランティアの活動や地
域の見守り活動・サロンなど、活発な取り組みが進ん
でいます。今後も、いくつになってもみんなが暮らし
やすいまちづくりを進めるため、これまでと同様の
サービスに加え地域の支え合いの仕組みづくりを進め
ていきます。

参
加
者
募
集
！
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